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 校庭の紫陽花のつぼみが膨らむ６月。日頃より，保護者の皆様におかれましては，お子様の体調管理の

ためのご配慮をありがとうございます。季節の変わり目ですので，保護者の皆様もご自愛くださいね。 

さて，今回は，正しく子供を理解するための「ちょっとした視点」を取り上げたいと思います。 

自己客観視力が未発達の子供は，自分が「困っているという状態」ということに気付けず，やる気をな

くしたりイライラしたりすることがあります。 

そこで，日頃から，子供の様子をさり気なく観察し，その状態に応じた「言葉」を添えることで子供の

概念形成を促す支援が必要な場合があります。「今，困っているんだね。」と言葉を添えながら自覚を促し，

子供が主体的に次の行動を自己決定できるよう，「こんなときは，○○しよう。」「Ａ案かＢ案を選べるよ。」

などと具体的な選択肢を話題にしてみましょう。表面上の姿だけで，「困った子」と決めつけるのではなく，

「もしかすると，この子は困っている？」という視点をもちながら，子供の主体的な姿につながる選択肢

を具体的に示し，それぞれの「小さな成功体験」につなげていきましょう。 

また，子育てのお悩みがある場合には，まずは，子供たちの様子を見取っている学級担任や学年主任へ

ご相談ください。さらに学校では，スクールカウンセラーによる面談（予約制）でのご相談も可能です。 

保護者様のご希望により，外部相談機関の市教育センターでも，子育ての悩みや教育の場での支援につ

いてご相談（予約制）が可能です。（学校の様子については，紹介状等を市教育センターへ送付することが可能です。） 

♪ みんなにこにこ！笑顔につながる おてつだい♪ 

チームみねっぴ～の とくべつしえんだより 

 
 

 

 

 

 

 

 

ヒント２ ♪「ダメな子ね！」となる前に，お子さまの目線に立ってみると♪ 

 

 

 

 

【例えば…「何回言っても言うことを聞かない子」の抱えている背景として，考えられる要因には…】 

① 自分に言われてたことか認知していない。⇒名前を呼んで，注目させてから話してみましょう。 

② うっかり,忘れている。   ⇒「なにをやるんだっけ？」「今は？」など思い出すきっかけとなる問

いかけや目で確かめられる手がかりを工夫しましょう。 

③ 言葉の意味が,わからない。 ⇒「おかたづけ」と言葉で言いながら，実際にやってみせ，言葉と行動 

                を結び付けて，一緒に，片付けをしてみましょう。 

④ 注目されたくて,わざとする。⇒叱責さえも注目されていると思ってしまうことがあります。 

よい行動を見つけた瞬間に注目し，タイミングよくほめましょう。 

 

  

「困った子！」ではなく「困っている子？」という視点をもつことで… 

「困った子」ではなく… 

実は，「困っている子」とし

て，子供を理解しようとす

ることが，大切です♡ 

 

日々の「小さな成功体験」を

実感できると，子供の「より

よくなりたい。」という意欲

サイクルが回り出します♪ 


